
没後二百年記念事業趣意書

協　賛　( 社 ) 日本植物学会  ・  ( 社 ) 日本植物園協会  ・ 日本植物分類学会・

　　　　日本医史学会・( 社 ) 日本東洋医学会・日本生薬学会・日本薬史学会・

　　　　日本生薬連合会 ・ 洋学史学会 ・ 実学資料研究会 ・ 慾斎研究会



小野蘭山没後二百年記念事業ご協力のお願い

　来る平成 22 年（2010）は小野蘭山の没後二百年を迎えます。

　蘭山（享保14 年1729 —文化 7年1810.１.27）は、京都の衆芳軒に拠って本草学を講授し、

わが国における博物的な本草学確立への道を歩みました。島田充房との共著『花彙』は、

独自な日本的本草図譜の世界を開くものでした。

　71 歳で幕府に招かれ、医学館で本草学

を講義し、多くの門生を育てています。高

齢にもかかわらず、諸国を採薬し、採薬記

を残すとともに、『本草綱目啓蒙』によっ

てその学問を大成し、その門人は千人余に

達しました。その学統から木村蒹葭堂、岩

崎灌園、水谷豊文、山本亡羊、飯沼慾斎、

宇田川榕菴、伊藤圭介らが輩出し、本草学

を革新するとともに、日本の博物文化を大

きく発展させました。

　日本文化の発展と近代科学の成立にとっ

て、蘭山の足跡を忘れることは出来ません。  

日本文化とはなにか、その根底が大きく問

われている今、蘭山の偉業を想起し、この

機会に関係分野からの総合的な再評価を試

みることはきわめて意義深いことと思われ

ます。とくに若い世代に、蘭山の日本文化

における功績をわかりやすく伝えることが

求められています。  

　これまで、私共は、関係学会・各方面とも折衝し、記念事業として何ができるかを検

討してまいりました。その結果、関係学会・研究会をはじめ全国の有志の賛同を得て、

小野蘭山没後二百年記念事業会により、ささやかながら記念事業を興すことになりまし

た。つきましては、この趣旨にご賛同たまわり、未曾有の経済危機の時期ではございま

すが、格別のご高配をこころよりお願い申し上げます。　　　

　　平成 21 年 4 月吉日

発　起　人　一　同



発　起　人　名　簿

相 川   忠 臣

青 木　國 雄

青 木　歳 幸 

青 木　保 之

秋 田     徹

淺 井　康 宏

荒 井　保 男

飯 沼　宗 和

石 田 源次郎

石 野　尚 吾

磯 野   直 秀

稲 田　   昭

岩 崎　鐵 志

岩 槻　邦 男

海老塚　  豊

遠 藤　正 治

大 沢　眞 澄

大 場　秀 章

大 橋　広 好

小笠原 亮 軒

岡 島　徳 岳

小 形　利 彦

岡 田　   博

岡 田　靖 雄

小 川 亜弥子

荻 巣　樹 徳

奥 沢　康 正

小 野　   強

小 幡　　 晃

加 藤　雅 啓

加 藤　僖 重

門 田　裕 一

金 井　弘 夫

唐 澤　耕 司

唐 沢  信 安

川 上　幸 男

川 嶌　眞 人

河 野　重 行

河 野　昭 一

蒲 原　   宏

北小路　博央

北 村　文 雄

木 村　孟 淳

久 城   育 夫

沓 澤　宣 賢

久 山     敦

蔵 方　宏 昌

栗 田   子 郎

栗 原   福 也

黒 岩　常 祥
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小野蘭山没後二百年記念事業会 事業計画

１．小野蘭山没後二百年記念事業会を発足させ、以下の事業を主催あるいは後援する。

　ａ．記念誌の発行

　　　蘭山に関する最新の研究論文、総合報告、随筆、資料集、門人録、書簡集、文献

　　　目録、    年譜、家系図などで構成し、学術的内容と啓発的内容をそなえたものと

　　　する。八坂書房より 2010 年春出版の予定。

　ｂ．記念碑の建設

　　　蘭山の事績・史跡碑、京都市内に建設。

　ｃ．記念式典の開催

　　　記念式典ならびに講演会もしくはシンポジウムを開催。明治 42 年に蘭山百年紀

　　　年会が小石川植物園において開催された経緯から、小石川植物園で開催予定。

　　　蘭山の生誕地京都においても開催予定。

　ｄ．記念展の開催

　　　小石川植物園において開催予定。その他関係機関での展示会を後援する。

　ｅ．その他　

　　　記念切手の発行など。

２．記念事業に必要な資金は個人・各種団体機関からの募金によってまかなう。

　　募金は一口一万円、目標額は三百万円とする。

　　　　　　　　　　　　　　募　金　要　項

募　　金　　一口金一万円。募金者には記念誌を一冊贈呈、催物案内をします。

期　　限　　平成 21 年９月末日まで。

送金方法　　次の郵便振替口座にお払い込みください。

　　　　　　郵便振替口座番号　00160-1-472583

　　　　　　加入者名　小野蘭山没後二百年記念事業準備会

領 収 書　　 払込書の控えを以て領収書に代えさせていただきます。別途領収書が必要な

　　　　　　 方は  払込書通信欄に記入するなどの方法で下記にご連絡ください。

連絡先　〒112-0001 東京都文京区白山３丁目 7 番 1 号

　　　　東京大学大学院理学系研究科附属植物園内

　　　　小野蘭山没後二百年記念事業準備会（邑田　仁）

　　　　TEL 03-3814-2625   

　　　　e-mail: ranzan@ns.bg.s.u-tokyo.ac.jp


